
６月 １日（土） １３：１５～１６：４５ 受付：１２：３０～
● データで読み取る鹿児島県男女共同参画の現状と課題

●「知る」～男女共同参画・ジェンダー平等についての確かな理解のために①
SDGs（持続可能な開発目標）への関心の高まりの中で，個人の幸福追求と持続可能な社会
形成の基盤的課題であり，地方創生においても重要な課題であるあらゆる分野における男女
共同参画・ジェンダー平等の実現に向けた取組の充実強化が要請されています。そのために
は，まず，私たち一人ひとりが男女共同参画・ジェンダー平等について確かに「知る」こと
が必要です。第１回・第２回・第４回の講座を通して，国際的協調・男女共同参画社会基本
法に基づく「男女共同参画・ジェンダー平等」に関する確かな理解のために，その理念や歴
史的経緯等，背景について体系的に学びます。

男女共同参画基礎講座
男女共同参画の基礎知識や，身近なところで男女共同参画の理解を広めるための手法を学びます。

主 催 ： 鹿児島県男女共同参画センター
会 場 ： カクイックス交流センター（かごしま県民交流センター）

東棟３階 大研修室１

たもつ ゆかりさん 髙 﨑 恵さん

【受講資格】 原則として，毎回受講できる方
【定 員】 （カクイックス交流センター会場） 先着順８０名

（市町村会場） 一部市町村では，市町村会場（zoomによるオンライン受講）を設置しています。
各市町村会場の定員は，各市町村男女共同参画担当課にお問い合わせください。

申し込み方法については裏面をご覧ください

鹿児島県男女共同参画センター（カクイックス交流センター男女共同参画推進課）
住所：〒８９２－０８１６ 鹿児島市山下町１４－５０ 電話：０９９－２２１－６６０３／ＦＡＸ：０９９－２２１－６６４０
E-mail：p-harmony@pref.kagoshima.lg.jp

令和６年度

７月 ６日（土） １３：１５～１６：４５ 受付：１２：３０～
●「知る」～男女共同参画・ジェンダー平等についての確かな理解のために③

●「動く」～地域で身近に男女共同参画・ジェンダー平等を進めるための地域づくりアプローチ
地域課題が多様化・複雑化・複合化する中，「誰一人取り残されない～誰もが安心して暮らすことがで

きる」インクルーシブな地域であることを目指す「男女共同参画の視点に立った地域づくり」について学
び，その実践を通して地域で身近に男女共同参画・ジェンダー平等を進める意義について確認し，その
方策を探ります。

６月２２日（土） １３：１５～１６：４５ 受付：１２：３０～
●「気づく」～ジェンダーを「自分事」に寄せて実感的に理解するために，気づきの窓をひらく
ワークショップ
日々の暮らしの中で,ふと感じるジェンダーに関するモヤモヤや生きづらさ…，それらの〝つぶやき〟は，ど

こから〝わたしに〟やってくるのでしょうか？その中に潜むアンコンシャスバイアス（無意識の偏見や思い込
み）に気づき，男女共同参画・ジェンダー平等のキー概念「ジェンダー」について｢自分事｣としての理解の
涵養を図ります。

６月１５日（土） １３：１５～１６：４５ 受付：１２：３０～
●「知る」～男女共同参画・ジェンダー平等についての確かな理解のために②
第1回に続き，国際的協調・男女共同参画社会基本法に基づく「男女共同参画・ジェンダー平等」に関

する確かな理解のために，その理念や歴史的経緯等，背景について体系的に学びます。

1981年オフィスピュア設立。第1回から20年以上
に渡り，本講座の講師を務める。男女共同参画政
策に関するアドバイザー業務や人材育成事業，イベ
ントプロデュースなどを行う。1997年「かごしま女
性政策研究会」を設立し，研究・実践活動を展開。
内閣府主催の男女共同参画政策研修会をはじめ，全
国で講師として活躍するとともに，鹿児島県男女共同
参画審議会会長を務める。令和２年度「男女共同
参画社会づくり功労者内閣総理大臣表彰」受賞。

男女共同参画関連講座においてワークショップという
学びのスタイルの有用性を実感し，全国の学校，地
域，自治体，企業等において講師としてワークショップ
を実施。2013年からは鹿児島県男女共同参画学び
の広場事業コーディネーターとして県内１２０の小中
学校で1５,４７７人の児童生徒，教職員，保護者・地
域の方々にワークショップ・セミナーを実施。オフィス
ピュアに所属し，多様性トレーナー，ワークショ
ップデザイナーとして活躍中。
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